
を発揮 す るのに必 要な最小処理濃度 を見積 もるための 貫通試験 を行な って いる。

貫通試験 は社団 法人 口本木材保存 協会第13暑 に準拠 してい る。その結果 、デ カ

ン酸濃 度が 初期濃度 の50%か らその1/5と なった10%で も、その防蟻 効

力は規格 を ト分 上まわ ることを明白に してい る、

さ らに本 製剤の防蟻 効力持続期 間を見積 もるために、床 下土壌上 と28℃ 恒

温 室内にお ける製剤 中のデカ ン酸 の消失速度 を測定 してい る。 その結果、3年

後 のデカ ン酸 の残存 率は京都床 下1二壌上 で93%、28℃ 恒温室内で62%で

あるこ とを明 らか に してい る。 この残存率 の値 を川いて6年 後の製剤 中のデカ

ン酸含 有量を シュ ミレー シ ョン してい る。 それに よる と京都床下 では初期の

50%か ら46。2%、28℃ 恒温室では19.4%に 減少す る と見積 もってい る。

これ らの値 はいず れ も必要最 小処理濃度10%を 大 きく上まわ っているので、

使用 規定通 りに適正処理 を行 なえば、少 な くとも6年 間 、有効性100%の 防

蟻 効力を本 製剤は持続す ると推測 してい る。

以上の よ うに 、本論文は天 然物 を利川 した環境保全型 防蟻剤 の開発を 目指 し

て、種 々の天然物 の防蟻効 力を検討 し、デカ ン酸 を主成 分 とす る安 全性が 高く

効力持続期 間の長 い環境保 全型防蟻剤 を創 製 してい る。

よって、本論 文は博士(農 学)の 学位 論文 と して価値 あ る もの と認め る。 な

お、審査 に あたっては 、論 文に関す る専攻内審査 および公聴 会な ど所定の 手続

きを経 た うえ、平成17年2月22日 、農 学研究科委員会 において、論 文の価 値

な らび に博 士の学位 を授 与 され る学 力が十分で あると認 め られた。
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